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あらまし  本研究の目的は，面発光パネルがもたらす感性価値の構造を定性的に解明することである．面発光パ

ネルをはじめとする発光体は，照明やディスプレイとは異なる新たな感性価値を創出する可能性があるが，その構

造は明確にされていない．このため本研究では，有識者と大学生を対象に評価グリッド法に基づくインタビューを

実施し，面発光パネルの価値構造を明らかにする．聴取の結果，有識者は幻想的であることや快-沈静が面発光パネ

ルの価値であり，他の一般的な照明とは異なると捉えていることが明らかとなった．また，面発光パネルを組み合

わせた構造物を用いて様々な色彩表現を大学生に見せながら聴取した結果，快-沈静だけでなく快-覚醒も面発光パ

ネルの価値と捉えていることが明らかとなった．本研究で抽出した評価構造は，これらの価値につながる印象と，

それを規定する物理特性を示すものであり，今後の系統的な実験を行う際の基礎となる． 
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Abstract  This study aims to qualitatively clarify the structure of the emotional value provided by luminous panels. 

Luminous panels and other luminous objects have the potential to create new emotional value that differs from that of lighting 

and displays, although the structure of this value has not been clearly defined. In this study, we conducted interviews based on 

the evaluation grid method with experts and university students to clarify the value structure of luminous panels. As a result, the 

experts considered the fantastic and pleasant feelings-deactivation qualities of luminous panels to be of value and different from 

other common lighting. Additionally, as a result of showing the university students various expressions using structures that  

combined luminous panels, it became clear that they considered pleasant feelings- activation to be of value in addition to pleasant-

deactivation. The evaluation structure identified in this study shows the impressions that lead to these values and the physical 

characteristics that define them, and will form the basis for future systematic experiments. 

Keywords  luminous panels, Kansei value, Evaluation Grid Method, pleasant-deactivation, pleasant-activation, light 

distribution control 

 

1. はじめに  

光技術の進展に伴い，生活空間や都市空間などの空

間を演出する新たな価値創出への期待が高まっている．

空間を光で演出するための主な要素技術としては，照
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明，ディスプレイ , 光源（発光体）がある．このうち照

明やディスプレイの研究は様々に存在するが [1]，発光

体については未解明な点が多い．一方で経験的には発

光体によってポジティブな印象や感情が喚起されるこ

とが知られており，様々な企画・展示に利用されてい

る．公園に卵型の発光体を設置してインタラクティブ

に光らせる展示物や [2]，透明度の高い面発光パネルで

構成された回廊を通り抜けるアート作品 [3]，クラゲの

水槽に光源を配してクラゲを光らせる演出  [4]などは

その例である．これらはいずれも，照らされた空間や

呈示された情報ではなく，光そのものを鑑賞するとい

うことに特徴がある．また，それらの紹介文に含まれ

る，幻想的，神秘的，癒しなどは，発光体によっても

たらされる印象や感情の一端と考えられる．  

感性価値に発光体がもたらす効果としては，快 -沈静

の喚起が報告されている．Russell[5]は感情を快 -不快

および覚醒 -沈静で区分しており，快 -沈静は癒しやリ

ラックス，落ち着きなどにあたる．発光体が快 -沈静を

もたらすことは，有機 EL の面発光パネルを用いた研

究 [6]，同じく有機 EL で球状のオブジェを作った研究

[7]，点光源で“バーチャルホタル”を作った研究 [8]な

どで報告されている．   

一方，快 -沈静以外の効果は十分に解明されていない． 

Russell[5]のモデルに照らせば，発光体の表現によって

は，同じ快であっても覚醒寄りの感情，すなわち「わ

くわく」や「喜び」が体験される可能性がある．直感

的にも，たとえば自分より大きな発光体 [2, 3]を目の当

たりにすれば，気分が高揚してわくわくすることが予

想できる．しかし，発光体が快 -覚醒をもたらすことに

ついて検証した例は見当たらない．この理由としては，

まず発光体が癒しやリラックスをもたらすとのイメー

ジが強いことが推察される．このため既往研究でも，

それらを想定して実験条件が設けられおり，測定項目

や生理指標も癒しやリラックスに関するものが主で，

どう感じるのかを知るためのものではなかった．また，

観測対象として全体が一様に光るものや点光源を用い

たため，様々な表現が難しかったことも，快 -覚醒が対

象とならなかった一因と考えられる，   

発光体がもたらす感性価値とその構造を解明する

ためには，まず多様な表現が可能な観察対象を用いて，

観察時の印象や感情と価値の関係を定性的に整理する

必要がある．多様な表現が可能な媒体としては配光制

御型の面発光パネルが挙げられる．配光制御型の面発

光パネルは，ガラスやアクリル板に配光（出射角度分

布）を制御したフィルムを貼り，端部に LED 光源を組

み合わせた発光パネルである．多彩な色，動きや透明

度が表現できるため，発光体の間を歩くアート作品 [3]

等でも用いられている．また定性的な整理には，評価

グリッド法 [9]によるインタビューが適している．評価

グリッド法は半構造化インタビューの一種であり，対

象の評価に関わる要素の因果関係を階層構造として可

視化できる．  

以上から本研究では，配光制御型面発光パネルの価

値構造を評価グリッド法 [9]にもとづくインタビュー

調査により明らかにする．具体的には，まず研究 1 と

して，配光制御型面発光パネルの有識者を対象に，配

光制御型面発光パネルと先行品のよさについて評価グ

リッド法に基づくインタビューを行い，それぞれの評

価構造図の比較をもとに，発光体が新たな価値をもた

らす可能性があるか確認する．これに続く研究 2 では，

一般消費者が配光制御型面発光パネルと観察した際に

感じる価値を，同じく評価グリッド法にもとづくイン

タビュー調査により明らかにする．  

  

2. 研究 1  

2.1. 方法  

（1）参加者  日東電工株式会社で研究開発やマーケ

ティングなど業務として配光制御型面発光パネルにか

かわる有識者 7 名（男性 6 名，女性 1 名；平均 40.14

歳，勤続年数 3-30 年）の協力を得た．参加者募集にあ

たっては，後述の観察対象（配光制御型面発光パネル

および先行品）について他者から説明をされなくても

十分に特徴を理解し，各対象のイメージを持っている

ことを条件とした．   

（2）観察対象 配光制御型面発光パネル（日東電工株

式会社製 RAYCREA™）および先行品とした．本研究に

おける先行品とは配光制御型面発光パネルの有識者に

配光制御型面発光パネルと比較されそうなものを問い，

その結果挙げられたものとした．また，聴取時にはそ

れらの写真一覧を提示した（図 1）．  

（3）手続き 評価グリッド法 [9]に基づき，配光制御型

面発光パネルと，先行品について聴取した．具体的に

はまず両者を比較し，それぞれのよい点を列挙するよ

う求めた．次に，それがよいと思う理由あるいはその

具体例を，ワンフレーズで回答するよう求めた．これ

を，理由や具体例が答えられなくなるまで順番かつ連

図 1. 先行品の写真一覧  
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続的に尋ねた．インタビューは参加者 1 名につき約 1

時間程度であった．  

2.2. 結果と考察  

聴取で得たデータを評価グリッド法インタビュー

システム（EGi-Visualizer [10]）で分析して，評価構造

図を作成した．図 2 は先行品および配光制御型面発光

パネルの評価構造図である．このシステムでは閾値の

調整により重要な項目だけを表示できるため，これら

の図は可読性が高くなるよう調整している．図中の各

項目は参加者の回答であり，線でつながった回答には

因果関係がある．右側の回答が原因，左側の回答がそ

の結果である．たとえば図 2a 中央の「明るい」と左の

「作業しやすい」のつながりは，明るいから作業しや

すいとの因果関係を示している．  

図 2a から，有識者は先行品のよさが主として明るい

ことに起因しており，それが視認性の向上や作業のし

やすさ，ストレスの低減につながると認識しているこ

とが明らかとなった．これらのことは，有識者が先行

品を照明として認識していることを示唆している．ま

た，図 2a の評価構造は図 2b と大きく異なっているこ

とから，有識者は配光制御型面発光パネルが照明とは

異なる価値を提供するものと認識していることが推察

される．  

図 2b から，有識者は配光制御型面発光パネルのよ

さが主として透明性に起因しており，それがリラック

ス，奥行き，幻想的などの感情・印象につながると認

識していることが明らかになった．面発光パネルにリ

ラックスの効果があることは既往研究と一致すること

から，配光制御型面発光パネルでもその効果が生じる

可能性が高い．また，図 2b で快 -覚醒に相当する要素

が認められなかったことは，発光体が癒しやリラック

スをもたらすとのイメージが強いことによると考えら

れる．したがって，実際に配光制御型面発光パネルを

見た際には快 -覚醒が感じられる可能性もある．また，

透明性や奥行きが幻想的な印象につながる可能性が示

唆されたが，実際にその評価が得られるかは未検証で

あり，透明性と奥行き以外の規定因も明らかになって

いない．このため研究 2 では，配光制御型面発光パネ

ルで様々なコンテンツを提示し，幻想的と感じるか確

認したうえで，その規定因を探る．   

 

図 2. 先行品および配光制御型面発光パネルの評価構造図  

(a) 先行品のよさの評価構造図  

(b) 配光制御型面発光パネルのよさの評価構造図  
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3. 研究 2 

3.1. 方法  

（1）参加者 大学生・大学院生 10 名（男性 1 名，女

性 9 名；平均 22.7 歳）の協力を得た．参加者は大阪府

下の大学で募集した．  

（2）観察対象  面発光パネルを組み合わせた構造物

（図 3: 日東電工株式会社製 RAYCREATM Palette）で

様々なコンテンツを提示し，観察対象とした．この構

造物（W5100mm×H2500mm×D790mm）は湾曲した 14

枚の配光制御型面発光パネルが重ねられており，LED

を独立制御することにより光量や発色の増幅など継時

的変化のある表現が可能である [11]．  

コンテンツは，色彩の網羅性・代表性・不偏性を担

保したうえで，多様な表現を観察できるよう作成した．

まず色彩は，基本色彩語と光源色の色名を勘案し，白・

赤・橙・黄・緑・青・紫・赤紫とした．次に，色の変

化を観察できるよう，白以外の色を組み合わせて図 4a

のようなグラデーションを作成した．図 4a 上段は色彩

が徐々に変化するもの，中断は斜め半分のみ色がある

（斜め半分は点灯しない）もの，下段は色相環で隣接

する 2 色を組み合せたものである．また，明度と彩度

の違いが観察できるよう，日本色研配色体系（PCCS）

のトーンに準じて彩度と明度を操作した．図 4b は緑

と青のグラデーション（図 4a 下段中央）のトーンを変

化させた例である．また，より多様な表現を観察でき

るよう，RAYCREA™ Palette の 19 の既存コンテンツか

ら，研究者と配光制御型面発光パネルの専門家との合

議により，特徴的な 5 つを選出した．これらのコンテ

ンツにはフィルタをかけ，トーンを近似的に操作した． 

提示順序は以下の通りである．  

①単色の提示：はじめに 14 枚のパネルのうち観察

位置から最も近い側のパネル 1 枚のみを使い，白・赤・

橙・黄・緑・青・紫・赤紫の順に 1 秒ずつ提示した．

各色の間は 1 秒消灯した．次に 14 枚すべてのパネル

を同じ条件で提示した．これ以降のコンテンツは提示

枚数を操作せず，14 枚すべてのパネルで提示した．  

②グラデーションの提示：まず図 4a 上段の 7 色を

左から順に 2 秒ずつ連続で提示した．その後 1 秒間消

灯し，トーンを変えたうえで同様に提示した．これに

続けて，図 4a 中段と図 4a 下段も同様に提示した．  

 ③既存コンテンツ：選出したコンテンツを提示した．

すなわち，全面で 2－4 色がグラデーションして変化

する演出，フリップのように奥行き方向に 1 枚ずつ連

続してパネルが点灯する演出，「雲」の演出，オーロラ

様の演出，赤と青の光の波のような演出の 5 つである． 

（3）手続き 参加者には，まず観察対象を指定の観察

位置で観察し（図 5 観察位置），その後は着席して聴取

を受けるよう求めた（図 5 聴取位置 a・b）．観察位置

と聴取位置の周囲は H1800mm のパーティションで区

切った．観察・聴取は 2 名ずつ行った．聴取中，参加

者はいつでも自由に観察対象を観察することができた．

また観察する位置や姿勢は参加者自身の任意であり，

再度観察したいコンテンツがあれば提示を求めること

ができた．実験は，外光によるノイズの影響を避ける

ため，日没後に天井照明を消灯して実施した．  

聴取は評価グリッド法 [9]に基づいて実施した．まず

聴取では観察対象のよいところを列挙するよう求めた。

次に，それがよいと思う理由あるいはその具体例を，

ワンフレーズで回答するよう求めた．これを，理由や

具体例が答えられなくなるまで順番かつ連続的に尋ね

た．またこれと同様の手順で観察対象のわるいところ，

幻想的に感じるところを聴取した．幻想的の聴取前に

は観察対象が幻想的と感じるか否かを尋ね，すべての

参加者が幻想的と感じていたことを確認した．説明か

らインタビューの終了までの所要時間は 80 分から 120

分程度であった．  

図 3. 面発光パネルを組み合わせた構造物  

図 5. 実験環境見取図  

（b）トーン（青と緑のグラデーションに適用した例）  

図 4. コンテンツの例  

（a）グラデーション  

pale light grayish vivid deep 
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3.2. 結果と考察  

研究 1 と同じく，聴取によって得たデータを評価グ

リッド法インタビューシステム（EGi-Visualizer [10]）

で分析して評価構造図を取得した .図 6a は観察対象の

幻想的と感じるところ，図 6b はよいところ，図 6c は

わるいところの聴取結果である．  

図 6a から，幻想的であるとの印象は透明性，奥行き，

グラデーションに起因しており，それらが癒されると

の評価につながることが明らかとなった．癒しはリラ

ックスと同じく快 -沈静の感情であるため，発光パネル

に快 -沈静の効果があることが確認された．また，幻想

的との印象が快 -沈静の感情と関係していることが示

唆された．  

一方，図 6b から，よいという評価も透明性，奥行き，

グラデーションに起因しているが，それらは癒しだけ

図 6. 観察対象の評価構造図  

(a) 観察対象の幻想的なところ  

(b) 観察対象のよさ  

(c) 観察対象のわるさ  
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ではなく，面白い，楽しめるとの評価にもつながるこ

とが明らかとなった．このことは，面発光パネルの色

彩表現を変えることで，快 -沈静だけでなく快 -覚醒の

感情が喚起されたとことを示している．また，透明性，

奥行き，グラデーションは，快 -沈静と快 -覚醒の双方を

規定していることから，これらの物理的要素の違いが

様々な印象を介して快感情を生じさせる可能性が推察

される．以上のような因果関係は，物理特性が印象を

介して感情を喚起するという，感性の階層モデル [12]

を当てはめることで検証可能と考えられる．  

また図 6c からは，急激な切替や強い光が眩しさ目の

辛さにつながり，不快と評価されたことが明らかとな

った．このことは，発光パネルであることが快感情に

直結するのではなく，色彩表現によってはネガティブ

な感情，特に不快 -覚醒が喚起されてしまうことを示し

ている．したがって，物理特性と印象・感情の関係を

検証する際には，不快感情を規定する要素を除いて条

件設定を行う必要がある．  

本研究の知見は，発光体がもたらす感性印象を系統

的に測定・検証する際に必要となる．まず，発光体の

物理特性を操作する際には，透明性，奥行き，グラデ

ーションが候補となる．このうちグラデーションは多

様な要素を含んでいるため，動きや不均一性など特定

の側面を操作する必要がある．また，評価構造図の各

項目をもとにすれば，発光体の印象や発光体がもたら

す感情を測定するための評価語が抽出できる．これら

を用いて測定を行い，結果を感性の階層モデル [12]に

基づいて解釈すれば，快 -沈静と快 -覚醒につながる印

象と，それを規定する物理特性の因果関係を定量的に

把握することが可能となる．  

 

4. まとめ  

本研究では，面発光パネルがもたらす感性価値の構

造を明らかにする目的で，配光制御型面発光パネルを

対象に評価グリッド法にもとづくインタビューを実施

した．有識者を対象とした聴取の結果，配光制御型面

発光パネルのよさは透明性に起因するリラックス（快

-沈静）効果であり，照明とは異なると認識されている

ことが明らかとなった．一方，配光制御型面発光パネ

ルで様々なコンテンツを提示し，それを見せながら聴

取した結果，快 -沈静だけでなく快 -覚醒も感じられる

ことが明らかとなった．また，これらの快感情は透明

性や奥行き，グラデーションなどに起因することも示

された．今後はこれらの物理特性を操作することで，

どのような印象が生じるのか，また快 -沈静や快 -覚醒

がどの程度喚起されるのかなどを検証することが可能

となる．  
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